
 

 

 

 

 

９月に入りましたが、まだまだ暑い日が続きますね。引き続き熱中症には警戒が必要

です。体育大会の練習や、部活動等の運動を行う場面では、特に注意が必要です。こ

まめに水分補給をし、体調管理にも努めましょう。 

さて、今回のテーマは「防災について考える」（大雨・台風編）です。９月は日本に台

風が多くやってくる時期でもあります。台風がもたらす風水害にどのように備えるべきか

を学習しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

其の五「防災について考える」（大雨・台風編） 

令和 ５年 ９月 

「大雨・台風ではどのような災害が起こるのか」 

「大雨・台風による主な災害」 

 

 

 

 

【大雨】 

 

 

 

 

【洪水】 

 

 

 

 

【暴風】 

 

 

 

 

【高波】 

 

 

 

 

【高潮】 

 

 

 

 

 

【川の氾濫】 

 

 

 

 

 

【土石流・がけ崩れ】 

 

 

 

 

 

【記録的短時間大雨】 
台風が接近すると、上記のような様々な災害が発生する恐れがあります。最近では短時間に狭い範

囲で非常に激しく降る雨が頻発し、特に宅地等の開発が進んだ都市部では、川の急激な増水が生じ

るなど、道路や住宅の浸水、道路のアンダーパス等の地下空間の水没といった被害も発生しています。 

    また、雨で増水した川や田んぼを見に行って流されてしまったり、浸水した道路で側溝の境界が見え

にくいために転落したりする事故も発生しています。台風などで、川が増水している時などは、絶対に

近づかないようにしましょう。 

 

「大雨・台風の時はどのように行動すればよいか」 

○気象情報を確認しましょう 

テレビやラジオ、気象庁のHP、防

災速報等で正しい情報を把握し、そ

の後の備えを確認しましょう。 

○非常用持ち出し品の点検をしましょう 

 非常用持ち出しバッグの準備をして

おきましょう。バッグの内容は「非常用

持ち出しバッグについて」を参照。 

○家屋の補強などの対策をしましょう 

           家屋の一部が破損することでケガ

をしないためにも、事前に補強して

おきましょう。 

○避難場所までの道順を確認しておきましょう 

          避難場所を確認し、避難情報に準じ

て速やかに避難できるようにしておき

ましょう。家族等との連絡方法や集合

場所を決めておきましょう。 

○日頃からハザードマップで危険箇所や避難場所をチェックしておきましょう 

  住んでいる地域のハザードマップを確認し、川の氾濫や、土砂崩れ等が発生する恐

れがある場所を事前に調べておき、災害時には近づかないようにしましょう。 

地域の自主防災訓練に参加するなどして、地域の一員としての自覚を持って備えましょう。日頃か

ら家庭や地域の方とのコミュニケーションを大切にし、防災対策を確認することが大切です。 

※ 京都市防災ポータルサイトで各区のハザードマップが確認できます。（URL：https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/） 

 

 

京
みやこ

安全通信 
京都市教育委員会事務局 体育健康教育室 

京都市立中学校教育研究会 安全教育部会 

～安全な学校生活を目指して～ 

※ 参考：首相官邸HP「大雨・台風では、どのような災害が起こるのか」 

～いざという時のために備えよう～ 

https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災情報をもとにとるべき行動と、相当する警戒レベルについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「警戒レベル４」避難指示までに必ず避難！ 

災害対策基本法の改正まで、警戒レベル 4は、「避難勧告」と「避難指示」の 2つの情報で避難

が呼びかけられていましたが、法改正に伴い「避難勧告」は廃止となり、「避難指示」に一本化されま

した。また、警戒レベル 5は、「災害発生情報」から「緊急安全確保」に変更され、直ちに安全な場所

で命を守る行動をとるよう呼びかけが行われます。ただし、警戒レベル 5は既に災害が発生・切迫し

ており命の危険がある状態であるとともに、必ず発令される情報ではないことから、警戒レベル 5 を待

つことなく、警戒レベル 4 までに避難することが必要です。 

 

「非常用持ち出しバッグについて」 

防非常用持ち出しバッグの中身チェックリスト 

避難の際に持ち出すもの 

□水  □食品  □防災用ヘルメット・防災ずきん  □衣類・下着  □レインウェア  □笛 

□紐なしのズック靴  □懐中電灯  □携帯ラジオ  □予備電池・携帯充電器  □マッチ・ろうそく   

□救急用品  □使い捨てカイロ  □ブランケット  □軍手  □洗面用具  □歯ブラシ・歯磨き粉 

□タオル  □ペン・ノート  □貴重品 

※ 食品・・・ご飯（アルファ米など）、レトルト食品、ビスケット、チョコ、乾パンなど最低３日分 

  感染症対策にも有効 

□マスク  □手指消毒用アルコール  □石けん・ハンドソープ  □ウェットティッシュ  □体温計 

 

※ 参考：政府広報オンライン 

「避難するときのポイント」（警戒レベル） 

「警戒レベル 4」 

直ちに避難できるように
準備をしておくことが重要
です。あらかじめ避難情報
を確認しましょう。 

 

「警戒レベル５」 

「命」を守る行動を！ 

※ 参考：首相官邸HP「災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～」 


